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明

　治

平

　成

昭　和 大　正

明
治
22
年
４
月
１
日
、
市

町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
全

国
で
31
の
市
が
誕
生
し
、
鹿

児
島
市
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。

（
当
時
の
鹿
児
島
市
の
人
口

は
５
万
７
８
２
２
人
）

　

本
市
で
は
、
鹿
児

島
市
制
１
２
５
周
年

・
新
生
鹿
児
島
市
10

周
年
を
迎
え
た
こ
と

に
あ
わ
せ
、「
鹿
児

島
市
の
あ
ゆ
み
展
」

を
11
月
13
日
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
知
っ
得
情

報
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
こ
の
パ
ネ
ル
展

の
中
か
ら
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
、
平
成

と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
主
な
出
来
事
に
関

連
し
た
内
容
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

明
治
34
年
、
旧
鶴
丸
城
跡

地
（
現
県
立
図
書
館
・
黎
明

館
）
に
第
七
高
等
学
校
造
士

館
が
開
設
さ
れ
、
学
生
は

「
七しち
こ
う高
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
同
校
は
昭
和
24
年
に
廃

止
さ
れ
、
現
在
は
鹿
児
島
大

学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
正
３
年
１
月
12
日
、
国
内
で
は
20
世
紀
最
大
の
火
山
噴
火
と
い
わ
れ
る
桜

島
大
正
噴
火
が
鹿
児
島
を
襲
い
、
そ
の
噴
煙
は
上
空
８
千
メ
ー
ト
ル
以
上
に
上

昇
し
、
火
山
灰
が
あ
た
り
一
面
を
覆
い
尽
く
し
ま
し
た
。
噴
出
し
た
大
量
の
溶

岩
に
よ
り
、
瀬
戸
海
峡
で
隔
て
ら
れ
て
い
た
桜
島
と
大
隅
半
島
は
陸
続
き
と
な

り
ま
し
た
。

昭
和
20
年
、
本
市
は
大
小
８
回

の
空
襲
を
受
け
、
市
街
地
の
約
93

パ
ー
セ
ン
ト
を
焼
失
し
ま
し
た
。

廃
墟
と
化
し
た
ま
ち
の
中
で
復
興

へ
の
願
望
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
。

昭
和
47
年
、
第
27
回
国
民
体
育
大
会
「
太
陽

国
体
」
が
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夏

季
大
会
は
９
月
17
日
か
ら
４
日
間
、
秋
季
大
会

は
10
月
22
日
か
ら
６
日
間
、
県
内
の
21
市
町

の
67
会
場
で

31
競
技
が
実

施
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
国
体

開

催

に

伴

い
、
競
技
場

建
設
の
た
め

に
行
わ
れ
た

与
次
郎
ケ
浜

の
埋
め
立
て

や
鴨
池
公
園

水
泳
プ
ー
ル

の
建
設
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な

イ
ン
フ
ラ
整

備
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
市
は
戦
後
、
復
興
事
業
に
い
ち
早
く
着

手
し
、
大
規
模
な
埋
め
立
て
や
区
画
整
理
な

ど
に
よ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
十
分
な
道
路

幅
員
を
確
保
す
る
な
ど
し
て
住
宅
用
地
を
整

備
し
、
全
国
的
に
見
て
も
目
覚
ま
し
い
復
興

を
果
た
し
ま
し
た
。

明
治
34
年
、
鹿
児
島
―
国

分
間
が
開
通
し
た
こ
と
に
伴

い
、
国
鉄
の
駅
と
し
て
鹿
児

島
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
明

治
42
年
に
は
、
八
代
―
鹿
児

島
間
が
開
通
し
、
東
京
と
鹿

児
島
が
鉄
道
で
つ
な
が
り
ま

し
た
。

大
正
元
年
、
本
市
に
全
国
で
28
番

目
の
路
面
電
車
が
誕
生
。
民
営
の
鹿

児
島
電
気
軌
道
株
式
会
社
が
武
之
橋

―
谷
山
間
の
６
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
木
造
の
車
両
７
両
で
運
行
し
て
い

ま
し
た
。

昭
和
３
年
に
同
社
を
本
市
が
買
収

し
、
鹿
児
島
市
電
気
局
を
設
置
し
た

こ
と
が
市
電
の
始
ま
り
で
す
。

産
声
を
上
げ
た
鹿
児
島
市

第
七
高
等
学
校
造
士
館
開
設

大
正
３
年
に
大
噴
火
し
た
桜
島

戦
争
の
爪
あ
と
〜
焼
失
し
た

鹿
児
島
市
中
心
部

太
陽
国
体
開
催
〜
限
り
な
く
広
が
る
太
陽
の
よ
う
に
明
る
く

目
覚
ま
し
い
復
興
〜
立
ち
上
が
っ
た
ま
ち

鹿
児
島
駅（
現・Ｊ
Ｒ
鹿
児

島
駅
）開
業

武
之
橋
―
谷
山
間
に
初
の

路
面
電
車
が
走
る

鹿児島市制125周年・新生鹿児島市10周年
写真で振り返る鹿児島市のあゆみ

■伊敷支所・吉野支所・吉田支所・桜島支所・東桜島支所・
喜入支所・松元支所・郡山支所
◇期　間　11月13日（木）まで　※土・日曜、休日を除く
◇時　間　８時30分〜17時15分　
　※桜島支所は上期期間のうち11月６日（木）までは桜島港
　フェリーターミナルで開催

【政策推進課 216-1107（FAX216-1108）】

明治25年〜昭和12年
　山下町二の丸の地（現・市立美術館敷地）に
　建つ２代目の市役所庁舎

校舎全景
※第七高等学校造士館同窓会（鹿児島大学理学
部同窓会預託）提供

「人・まち・みどり　みんなで創る“豊かさ”実感都市・かごしま」
の実現を目指して

新幹線・大交流元年〜九州新幹線全線開業

新生鹿児島市誕生

中核市移行

本市は、平
成24年、第五
次総合計画を
策定し、真に
豊かさを実感
できるまちを
目指して、さ
まざまな取り
組みを進めて
います。

平成23年３月12日、九州新
幹線鹿児島ルートが全線開
業。昭和48年の同ルートの整
備決定から、38年目の悲願達
成となり、本市はこの年を新
幹線・大交流元年と位置づけ
るなど、さらなる発展に期待
が膨らむ出来事でした。

平成16年11月１日、鹿児
島市、吉田町、桜島町、喜
入町、松元町、郡山町が合
併し、人口60万人の新生鹿
児島市が誕生しました。

平成８年４月１日、本市
は中核市に移行し、県から
政令指定都市に準じた事務
権限の移譲を受け、より身
近で充実した市民サービス
ができるようになりました

創設当時の鹿児島駅　※ＪＲ九州提供

城山から見た噴火開始25分後の噴煙
※鹿児島県立博物館所蔵

昭和20年　空襲によって焼け野原となった市街地　※平岡正三郎氏撮影

与次郎ケ浜に建設されたシンボルタワーと
水中レストラン

開会式　※「鹿児島（県政）35年のあゆみ」より転載

照国神社前の復興の様子

鹿児島電気軌道株式会社時代の車庫
　※「鹿児島の路面電車50年」より転載

「知ってる！わがまちクイズ」（３ページ掲載）の答え
Q１　鹿児島市役所
Q２　鹿児島中央駅（旧西鹿児島駅）
Q３　鴨池
Q４　30年前
Q５　サザンピア21
Q６　約２倍
Q７　吉田小学校
Q８　1117メートル
Q９　甲突池
Q10　約９個分
Q11　都市農村交流センターお茶の里

■谷山サザンホール
　◇期　間　11月13日（木）まで
　◇時　間　９時〜19時　
　　※水曜日は休館

「鹿児島市のあゆみ展」開催中！

現在の桜島（平成26年３月撮影）

大正３年以前の桜島　※鹿児島県立博物館所蔵・君村学氏寄贈

Ｑ12のプレゼント問
題へのご応募もお待
ちしています！！


